
二
〇
二
六
年
度
　
大
学
院
入
学
試
験
問
題

　
　
　
　
　
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
日
本
文
学
・
日
本
語
専
攻
　〈
博
士
前
期
課
程
入
試
（
秋
）〉

専
　
門
　
知
　
識

注　
　
　

意

一　

問
題
は
全
部
で
９
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

二　

解
答
用
紙
に
氏
名
・
受
験
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
す
る
こ
と
。

三　

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。

四　

�
こ
の
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
持
ち
帰
り
を
禁
ず
る
。

　
　

必
ず
提
出
の
こ
と
。
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第
一
問　

次
の
Ａ
〜
Ｊ
の
中
か
ら
三
項
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
（
解
答
の
順
序
は
自
由
で
よ
い
が
、
選
択
し
た
問

題
の
記
号
を
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
す
こ
と
）。

Ａ　
『
萬
葉
集
』
の
挽
歌
の
文
学
史
的
意
義

Ｂ　
『
源
氏
物
語
』
の
季
節
表
現

Ｃ　

擬
古
物
語

Ｄ　

仮
名
草
子

Ｅ　
『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』

Ｆ　

一
九
六
〇
年
代
の
純
文
学
論
争

Ｇ　

方
言
周
圏
論

Ｈ　

間
接
的
言
語
行
為

Ｉ　

準
体
句

Ｊ　
『
春
秋
』
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第
二
問　

空
欄
①
〜
⑩
を
埋
め
る
の
に
最
適
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
ア
〜
オ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
（
日
本
文
学
専
攻
は
Ａ
群
、

日
本
語
専
攻
は
Ｂ
群
の
問
題
に
解
答
し
、
選
択
し
た
群
の
記
号
を
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
す
こ
と
）。

Ａ
群
（
日
本
文
学
専
攻
）

１　
『
萬
葉
集
』
の

①

は
、
太
平
洋
戦
争
下
に
戦
意
高
揚
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

ア　

相
聞
歌　
　

イ　

防
人
歌　
　

ウ　

伝
説
歌　
　

エ　

季
節
歌　
　

オ　

譬
喩
歌

２　

主
人
公
が
外
国
の
波
斯
国
（
現
在
の
ペ
ル
シ
ア
）
に
漂
着
す
る
、
平
安
時
代
の
物
語
は
『

②

』
で
あ
る
。

ア　

伊
勢
物
語　
　

イ　

源
氏
物
語　
　

ウ　

宇
津
保
物
語　
　

エ　

落
窪
物
語　
　

オ　

栄
花
物
語

３　

③

は
、
神
代
か
ら
『
千
載
和
歌
集
』
に
至
る
和
歌
の
歴
史
を
論
じ
た
『
古
来
風
躰
抄
』
の
著
者
で
あ
る
。

ア　

藤
原
俊
成　
　

イ　

藤
原
公
任　
　

ウ　

源
俊
頼　
　

工　

藤
原
清
輔　
　

オ　

壬
生
忠
岑

４　
『

④

』
は
、
私
家
集
で
は
あ
る
が
、
歌
日
記
的
な
性
格
も
あ
り
、
源
平
合
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
恋
人
と
別
離
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
女
性
の
心
情
を
伝
え
る
。

ア　

紫
式
部
日
記　
　

イ　

成
尋
阿
闍
梨
母
集　
　

ウ　

た
ま
き
は
る　
　

エ　

十
六
夜
日
記　
　

オ　

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

５　

鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
ま
で
の
四
十
年
以
上
に
わ
た
る
動
乱
を
描
く
『

⑤

』
は
四
〇
巻
に
及
ぶ
軍
記
物
語

で
あ
る
。

ア　

保
元
物
語　
　

イ　

平
治
物
語　
　

ウ　

平
家
物
語　
　

エ　

太
平
記　
　

オ　

源
平
盛
衰
記

６　
『
童
子
問
』
な
ど
で
知
ら
れ
る

⑥

は
儒
学
者
で
、
朱
子
な
ど
の
注
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
『
論
語
』『
孟
子
』
な
ど
の
原
典
か

ら
直
接
学
ぶ
べ
き
と
す
る
古
義
学
を
問
い
た
。

ア　

林
羅
山　
　

イ　

荻
生
徂
徠　
　

ウ　

伊
藤
仁
斎　
　

エ　

頼
山
陽　
　

オ　

平
田
篤
胤

７　

明
治
二
〇
年
代
、
早
く
に
言
文
一
致
体
を
用
い
た
時
代
小
説
と
し
て
、

⑦

の
「
武
蔵
野
」「
胡
蝶
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

ア　

二
葉
亭
四
迷　
　

イ　

尾
崎
紅
葉　
　

ウ　

坪
内
逍
遥　
　

エ　

山
田
美
妙　
　

オ　

田
山
花
袋
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８　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
徐
々
に
勢
力
を
失
い
、
通
俗
小
説
の
台
頭
が
純
文
学
の
危
機
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
昭
和
八
年
の
文
学
界

で
は
、「
文
芸
復
興
」
の
機
運
と
し
て
『

⑧

』、『
日
暦
』、『
行
動
』、『
文
芸
』
が
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
て
い
っ
た
。

ア　

新
青
年　
　

イ　

文
芸
首
都　
　

ウ　

文
学
界　
　

エ　

近
代
文
学　
　

オ　

文
芸
戦
線

９　

昭
和
十
六
年
に
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
翌
年
に
は
、
約
四
千
人
に
及
ぶ
文
学
者
の
一
元
的
組
織
で
あ
る

⑨

が
発

足
し
、
戦
意
高
揚
の
た
め
国
策
の
周
知
徹
底
や
宣
伝
普
及
に
協
力
し
て
い
っ
た
。

ア　

大
政
翼
賛
会　
　

イ　

日
本
文
芸
家
協
会　
　

ウ　

新
日
本
文
学
会　
　

エ　

三
田
文
学
会　
　

オ　

日
本
文
学
報
国
会

10　

明
の
李
攀
竜
の
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『

⑩

』
は
、
江
戸
時
代
に
古
文
辞
学
派
が
盛
唐
の
詩
を
評
価
し
た
こ
と
で
流
行

し
た
。

ア　

文
選　
　

イ　

三
体
詩　
　

ウ　

唐
詩
選　
　

エ　

古
文
真
宝　
　

オ　

古
詩
源

Ｂ
群
（
日
本
語
専
攻
）

１　

実
質
的
な
意
味
を
も
つ
語
・
語
幹
に
助
辞
・
接
辞
な
ど
が
結
び
つ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
が
果
た
さ
れ
る
日
本
語
の
よ

う
な
言
語
は
、
言
語
類
型
的
な
分
類
で
は

①

に
あ
た
る
。

ア　

屈
折
語　
　

イ　

膠
着
語　
　

ウ　

抱
合
語　
　

エ　

祖
語　
　

オ　

孤
立
語

２　

言
語
学
習
者
の
第
一
言
語
と
第
二
言
語
（
目
標
言
語
）
の
途
中
の
段
階
に
あ
る
言
語
で
、
第
二
言
語
学
習
途
上
の
学
習
者
の
言
語

体
系
の
総
称
を

②

と
い
う
。

ア　

混
交
言
語　
　

イ　

学
習
言
語　
　

ウ　

干
渉
言
語　
　

エ　

ク
レ
オ
ー
ル
言
語　
　

オ　

中
間
言
語

３　

哲
学
者
ポ
ー
ル
・
グ
ラ
イ
ス
の
造
語
で
、
協
調
の
原
理
お
よ
び
会
話
の
公
理
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
言
外
の
意
味
を
「
会
話
の

③

（
ま
た
は
、
含
意
）」
と
い
う
。

ア　

真
意　
　

イ　

推
意　
　

ウ　

表
意　
　

エ　

暗
意　
　

オ　

恣
意

４　
「
花
見
」
の
「
花
」
で
「
桜
」
を
表
す
よ
う
に
、
上
位
概
念
・
下
位
概
念
の
関
係
に
基
づ
く
比
喩
を

④

と
い
う
。

ア　

メ
タ
フ
ァ
ー　
　

イ　

シ
ネ
ク
ド
キ
ー　
　

ウ　

メ
ト
ニ
ミ
ー　
　

エ　

シ
ミ
リ
ー　
　

オ　

ス
キ
ー
マ



（  ） （  ）4

５　

江
戸
後
期
の
語
学
書
で
、
富
士
谷
成
章
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
書
物
に　
　
　
　
　

が
あ
る
。

ア　

脚
結
抄　
　

イ　

湖
月
抄　
　

ウ　

史
記
抄　
　

エ　

毛
詩
抄　
　

オ　

和
字
正
濫
抄

６　

以
下
の
う
ち
、
ソ
系
指
示
詞
の
用
法
で
な
い
も
の
は

⑥

で
あ
る
。

ア　

聞
き
手
領
域
指
示
用
法　
　

イ　

中
距
離
指
示
用
法　
　

ウ　

曖
昧
指
示
用
法　
　

エ　

照
応
用
法　
　

オ　

焦
点
用
法

７　

命
題
内
容
に
対
す
る
話
し
手
の
心
的
態
度
を

⑦

と
い
う
。

ア　

ダ
イ
ク
シ
ス　
　

イ　

モ
ダ
リ
テ
ィ　
　

ウ　

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス　
　

エ　

ヴ
ォ
イ
ス　
　

オ　

ベ
ネ
フ
ァ
ク
テ
ィ
ブ

８　
「
寒
い
」
と
「
冷
た
い
」、「
話
す
」
と
「
語
る
」
は
、

⑧

の
関
係
を
な
す
。

ア　

類
義
語　
　

イ　

多
義
語　
　

ウ　

同
音
異
義
語　
　

エ　

同
一
語　
　

オ　

近
接
語

９　

以
下
の
表
現
の
う
ち
、
ヴ
ォ
イ
ス
形
式
を
含
む
表
現
は
、

⑨

で
あ
る
。

ア　

走
り
出
す　
　

イ　

食
べ
終
え
る　
　

ウ　

死
ん
で
い
る　
　

エ　

書
い
て
お
く　
　

オ　

叱
ら
れ
る

10　

以
下
の
表
現
の
う
ち
、
ら
抜
き
言
葉
で
は
な
い
も
の
は

⑩

で
あ
る
。

ア　

寝
れ
る　
　

イ　

食
べ
れ
る　
　

ウ　

見
れ
る　
　

エ　

枯
れ
る　
　

オ　

来
れ
る

⑤
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第
三
問　

空
欄
ａ
〜
ｐ
に
、
最
適
な
人
物
・
作
品
名
・
語
句
な
ど
を
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
完
成
さ
せ
よ
（
日
本
文
学
専
攻
は
Ａ
群
、

日
本
語
専
攻
は
Ｂ
群
の
問
題
に
解
答
し
、
選
択
し
た
群
の
記
号
を
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
す
こ
と
。
ま
た
、
送
り
仮
名
や
助

詞
表
記
を
除
き
、
漢
字
で
記
す
こ
と
。
Ｂ
群
の
用
語
は
カ
タ
カ
ナ
も
可
。
作
品
名
の
『　

』
な
ど
は
不
要
）。

Ａ
群
（
日
本
文
学
専
攻
）

１　

歴
史
書
『

ａ

』
に
名
が
見
え
る
大
津
皇
子
と
、
歴
史
書
『
続
日
本
紀
』
に
名
が
見
え
る

ｂ

は
、
歌
集
『
萬
葉

集
』
に
も
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
も
作
品
を
遺
し
て
い
る
。

２　

平
安
後
期
の
説
話
集
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
六
歌
仙
の
一
人
・

ｃ

が
女
性
を
盗
み
出
す
と
い
う
、
平
安
初
期
の
歌
物

語
『

ｄ

』
に
似
た
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
超
自
然
的
存
在
の
恐
ろ
し
さ
を
強
調
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

３　
『
空
華
集
』の
著
者

ｅ

は
臨
済
宗
の
僧
で
夢
窓
疎
石
に
師
事
、絶
海
中
津
と
と
も
に

ｆ

の
双
璧
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

４　

前
句
付
点
者
で
あ
る

ｇ

が
評
し
た
付
句
を
集
め
た
『
誹
風
柳
多
留
』
は
、
前
句
を
省
略
し
て
付
句
だ
け
独
立
さ
せ
た
前

句
付
集
と
し
て
画
期
的
で
あ
り
、
付
句
を
独
立
さ
せ
た
も
の
を
後
に

ｈ

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

５　
『

ｉ

』
創
刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
横
光
利
一
の
「
頭
な
ら
び
に
腹
」
が
奇
抜
で
目
新
し
い
表
現
を
駆
使
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
話
題
を
呼
び
、
創
刊
の
翌
月
、
評
論
家
の

ｊ

が
「
新
感
覚
派
の
誕
生
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
、
新
感
覚
派
と
い

う
名
称
が
生
ま
れ
た
。

６　

ｋ

は
、
一
九
一
七
年
に
『
少
女
画
報
』
に
投
稿
し
た
『

ｌ

』
の
第
一
話
「
鈴
蘭
」
が
採
用
さ
れ
る
と
、
そ
の

連
載
は
当
時
の
女
学
生
た
ち
の
間
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
の
ち
に
田
辺
聖
子
な
ど
の
作
家
に
影
響
を
与
え
た
。
戦
後
の
代
表
作
に

『
安
宅
家
の
人
々
』『
徳
川
の
夫
人
た
ち
』
が
あ
る
。

７　

中
国
最
古
の
詩
集
『

ｍ

』
は
三
百
五
篇
の
詩
を
収
め
、『
易
経
』『
書
経
』『
礼
記
』『
春
秋
』
と
並
ん
で

ｎ

の

一
つ
と
な
っ
た
。

８　

陶
淵
明
の
『　
　
　
　
　

』
は
桃
源
郷
に
迷
い
込
ん
だ
漁
師
の
話
で
あ
る
。　
　
　
　

 

小
説
で
あ
る
『
捜
神
後
記
』
に
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。

о

ｐ
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Ｂ
群
（
日
本
語
専
攻
）

１　

言
語
の
通
時
的
な
変
化
で
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、
動
詞
や
名
詞
な
ど
の

ａ

が
、
前
置
詞
や
助
詞
な
ど
の

ｂ

と

な
る
こ
と
を

ｃ

と
呼
ぶ
。

２　
M

etaphors W
e Live by

（
邦
訳
『
レ
ト
リ
ッ
ク
と
人
生
』）
の
著
者
で
あ
る

ｄ

と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
る
用
語
で
、
あ

る
概
念
領
域
を
他
の
よ
り
具
体
的
な
概
念
領
域
に
よ
り
理
解
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
を

ｅ

と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、「
怒
り
に
燃

え
る
」「
怒
り
が
く
す
ぶ
る
」「
怒
り
に
油
を
注
ぐ
」
と
い
っ
た
表
現
で
は
、〈
怒
り
〉
が
〈

ｆ

〉
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

３　

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
、
あ
る
言
語
社
会
に
お
い
て
、
２
つ
以
上
の
言
語
ま
た
は
変
種
が
同
時
に
一
つ
の
社

会
に
存
在
し
使
用
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

ｇ

と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
は
、

ｈ

（=

Ｈ
変
種
）
と

ｉ

（=

Ｌ
変
種
）
の
区
別
が
あ
り
、
前
者
は
、
宗
教
、
政
治
、
教
育
、
新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
領
域
と
結
び
つ
い
た
言
語
、
後
者
は
、
同

僚
や
家
族
、
友
人
と
の
日
常
的
な
会
話
、
大
衆
芸
能
、
民
族
文
化
な
ど
の
領
域
と
結
び
つ
い
た
言
語
で
あ
る
。

４　
「
と
ば
か
り
に
」「
を
め
ぐ
っ
て
」「
に
つ
い
て
」
な
ど
の
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
語
が
複
合
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り
の
形
で
辞
的
機
能

を
果
た
す
表
現
を

ｊ

と
い
う
。

５　

日
本
語
の
動
詞+

動
詞
型
の
複
合
動
詞
は
、「
歩
き
疲
れ
る
」「
踏
み
つ
ぶ
す
」「
忌
み
嫌
う
」
な
ど
の
語
彙
的
複
合
動
詞
と
、「
走

り
始
め
る
」「
飲
み
過
ぎ
る
」「
助
け
合
う
」
な
ど
の

ｋ

の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。

６　

節
の
表
す
事
態
の
参
与
者
が
、
そ
の
事
態
の
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
の
こ
と
を

ｌ

と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、「
太
郎
が

ハ
ン
マ
ー
で
花
瓶
を
割
っ
た
」
の
例
で
は
、「
太
郎
」
は
「
割
る
」
と
い
う
行
為
を
意
図
的
に
実
現
す
る

ｍ

の
役
割
を
、「
花

瓶
」
は
行
為
に
よ
っ
て
変
化
を
被
る

ｎ

の
役
割
を
、「
ハ
ン
マ
ー
」
は
道
具
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

７　

十
六
、
十
七
世
紀
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
日
本
で
の
布
教
活
動
に
関
連
し
て
残
し
た
文
献
は
、
総
称
し
て

о

と
呼
ば

れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
で
あ
る

ｐ

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
日
本
大
文
典
』
な
ど
が
あ
る
。



（  ）7

第
四
問　

次
の
文
章
は
『
韓
非
子
』
の
一
節
で
あ
り
、
孟
孫
が
猟
で
捕
ら
え
た
鹿
の
子
を
秦
西
巴
に
持
ち
帰
ら
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
内
容

で
あ
る
。
傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

︵
竹
内
照
夫
﹃
韓
非
子
・
上
﹄
に
よ
る
︶



（  ） （  ）8

第
五
問　

次
の
問
題
に
答
え
よ
（
日
本
文
学
専
攻
は
Ａ
、
日
本
語
専
攻
は
Ｂ
の
問
題
を
選
択
し
、
解
答
用
紙
の
そ
の
記
号
の
あ
る
欄
に
記

す
こ
と
）。

Ａ
（
日
本
文
学
専
攻
）

次
の
文
を
、
現
代
通
行
の
字
体
に
直
せ
（
濁
点
・
句
読
点
は
不
要
）。

︵
中
野
三
敏
﹃
く
ず
し
字
で
﹁
お
く
の
ほ
そ
道
﹂
を
楽
し
む
﹄
に
よ
る
︶



（  ）9

Ｂ
（
日
本
語
専
攻
）

次
の
例
文
の
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
文
法
的
な
観
点
か
ら
説
明
せ
よ
。

（
一
）
父
が
帰
宅
す
る
と
す
ぐ
に
風
呂
を
沸
か
し
ま
す
。

（
二
）
父
は
帰
宅
す
る
と
す
ぐ
に
風
呂
を
沸
か
し
ま
す
。



二
〇
二
六
年
度　

大
学
院
入
学
試
験
問
題

　
　
　
　
　

文
学
研
究
科

　
　
　
　
　

日
本
文
学
・
日
本
語
専
攻　

博
士
前
期
課
程

　
　
　
　
　
︿
博
士
前
期
課
程
入
試
（
春
）﹀

専　

門　

知　

識
注　
　
　

意

一　

問
題
は
全
部
で
２
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

二　

解
答
用
紙
に
氏
名
・
受
験
番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
す
る
こ
と
。

三　

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。

四　

�
こ
の
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
持
ち
帰
り
を
禁
ず
る
。�

必
ず
提
出
の
こ
と
。



（  ） （  ）1

問
１　

次
の
Ａ
〜
Ｓ
の
中
か
ら
五
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
用
紙
６
〜
８
行
で
説
明
せ
よ
。
＊
選
択
し
た
項
目
の
記
号
を
解
答
用
紙

に
記
す
こ
と
（
解
答
の
順
序
は
自
由
で
構
わ
な
い
）。

Ａ　

大
伴
旅
人

Ｂ　
『
風
土
記
』

Ｃ　

紀
貫
之

Ｄ　
『
和
泉
式
部
日
記
』

Ｅ　
『
保
元
物
語
』

Ｆ　
『
徒
然
草
』

Ｇ　
『
曽
根
崎
心
中
』

Ｈ　

上
田
秋
成

Ｉ　
『
青
鞜
』

Ｊ　
『
白
樺
』

Ｋ　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動

Ｌ　

第
三
の
新
人

Ｍ　
『
遊
仙
窟
』

Ｎ　

白
居
易

Ｏ　

開
音
節
と
閉
音
節

Ｐ　

ア
ニ
マ
シ
ー
（
有
生
性
）

Ｑ　

形
式
名
詞

Ｒ　

言
語
類
型
論

Ｓ　

継
承
語



（  ）2

問
２　

次
の
Ａ
〜
Ｊ
の
中
か
ら
二
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
用
紙
12
〜
15
行
で
論
述
せ
よ
。
＊
選
択
し
た
項
目
の
記
号
を
解
答
用
紙

に
記
す
こ
と
（
解
答
の
順
序
は
自
由
で
構
わ
な
い
）。

Ａ　

日
本
上
代
文
学
に
お
け
る
『
古
事
記
』
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。

Ｂ　

日
本
中
古
文
学
に
お
け
る
物
語
文
学
の
展
開
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｃ　

日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
和
歌
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
二
首
を
挙
げ
て
解
釈
し
な
さ
い
。

Ｄ　

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
笑
い
の
文
学
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｅ　

外
国
文
学
の
日
本
近
代
文
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｆ　

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｇ　
『
荘
子
』
の
日
本
近
世
文
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｈ　
『
史
記
』
の
日
本
文
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

Ｉ�　

コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
日
本
語
研
究
の
利
点
と
限
界
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
知
る
研
究
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
具
体
的
に
論
じ
な
さ

い
。

Ｊ�　

類
義
関
係
に
あ
る
日
本
語
の
副
詞
の
ペ
ア
を
一
つ
挙
げ
、
両
語
の
意
味
の
違
い
を
反
映
し
た
現
象
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
示

し
な
さ
い
。
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